












 

 

 

 

 
 

【社員共育委員会】 
-学習会より- 

 

社員共育委員会では毎回学習会を開催しております。 

前回の学習会で中堅社員の育成についての問題提起があり、今回は力量表をどのように活用

して社員教育を進めているかの学習会となりました。 

数年前から委員会では組織図、職責表、力量表を活用した取り組みを行っております。 

様々な取り組みが話し合われましたのでその内容を報告いたします。 

 

A 社では「給与の不満以上にキャリアパスが見えにくいのが社員の退職につながったのではな

いか」との意見を受け、キャリアパスが見える会社づくりに取り組んだ。 

給与テーブルと職務分掌表を連動させ、「社内大学」と称し社内学習を実施。自己評価と上長

評価を併用しているが、間接部門の評価制度の整理や、評価する上長の認識力向上が今後の課題。 

B 社では「理想の社員」を明文化し、人事考課で技術力と人間性の両面を勘案している。自己

評価はうまくいかないことが多く、上長の評価としている。 

Ⅽ社長からは、人が評価をすることへの心理的抵抗があるが、新卒３年目の社員や入社希望者

がおり、評価の仕組みについて考える時が来たと感じているという意見が出ました。 

Ⅾ社では目標への到達具合による絶対評価を運用しているが、中途採用の社員は相対評価にな

じんでおり抵抗があるようだ。会社は何を評価するのか会社側からの明言は必須と感じている。 

E 社では組織図と職務分掌表を作り、各段階で求められる目安を明らかにしている。また力量

表を作成し個人面談を基に評価を行い、結果社員のスキルが目に見えて向上した。 

 

など、力量表の活用から評価制度まで各社の情報交換が行われました。 

なぜこのような仕組みやツールを活用しているのか、経営理念や方針に紐づけて社員にしっ

かり説明することが必要と感じました。 

社長が評価するためのツールではなく、この仕組みでどうなりたいのか、どんな会社をめざす

のか明確にし、丁寧で細やかな社員とかかわりあうことの大切さを学びました。 

 

こんな学習会をしています。 

第３水曜日に社員共育委員会を開催していますので、会員の皆さんお待ちしております。 
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参加希望の方は事務局へ電話一本！ 

次回委員会 日時：8 月 19 日（水）17:30～ 

（現在、基本的に第三水曜日に開催しています） 

     場所：山形同友会事務局 

（山形市漆山大段 1865-5 TIS ビルディング 201） 

         Zoom でのリモート参加も可能です！ 


